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掛川市歴史的風致維持向上計画 資料編             

資料編1 

 

①掛川市の主なできごと 

時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

縄文 紀元前 

1万頃～ 

・川沿いの小高い台地上に集落がつくられる 

・原野谷川の中上流域に多くの集落が営まれる 

 

弥生 紀元前 

400頃～ 

・原川遺跡等で、稲作が始まる。  

古墳 300頃 ・前方後円墳、円墳などの古墳がつくられる 

・横穴墓がつくられる 

・大和王権による統一が進む

（4世紀） 

奈良 700年代 ・和同開珎と銅鏡が、深谷遺跡（西山口）に埋められる  

 701 ・三熊野神社に本殿鳥居が完成、鎮座 ・平城京に遷都（710） 

平安 807 ・事任八幡宮が現在地に遷座 ・平安京に遷都（794） 

 935 ・このころ書かれた『和名類聚抄』に掛川の地名が載る  

 940 ・乱を起こした平将門以下19人の首を十九首に葬る(伝説)  

 985 ・安倍晴明が横須賀の水神宮を勧進（伝説）  

  

1186 

 

・西行が小夜の中山で一句を詠む 

・藤原氏の全盛時代（11世紀）

・平清盛が太政大臣になる（1167） 

鎌倉   ・源頼朝が征夷大将軍となる

（1192） 

室町   ・足利尊氏が幕府を開く

（1338） 

   ・応仁の乱（1467） 

 1472 ・今川氏が朝比奈氏に命じて掛川古城を築く   

 1496 ・横須賀城主西尾氏の菩提寺の龍眠寺が創建  

 1497 ・今川氏親と北条早雲が遠江に攻め込み、遠江を支配  

 1500頃 ・このころ「かんからまち」が始まったといわれてい

る。 

 

 1513 ・これより以前、今川氏家臣が高天神城に入る。 

・朝比奈泰
やす

能
よし

が、掛川城を今の場所に移す 

 

   ・種子島に鉄砲伝来（1543） 

 1562 ・井伊直親が十九首付近で殺害 ・桶狭間で今川義元が討死（1560） 

 1568 ・徳川家康が、今川氏
うじ

真
ざね

、朝比奈泰
やす

朝
とも

がこもる掛川城を

攻める（霧噴き井戸伝説）、半年に及ぶ攻防の末開城 

 

 1571 ・武田信玄が、高天神城を攻める  

 1572 ・このころ永住寺檀徒が茶の種子を吉岡原に蒔く  

安土桃山    

 1574 ・武田勝頼、高天神城を攻め開城させる ・室町幕府、滅亡（1573） 

 1578 ・徳川家康が高天神城奪還のため、横須賀城築城を大須

賀康高に命じる  

 

 1579 ・徳川家康が小
お

笠
がさ

山
やま

砦、中村
なかむら

砦、三井山
みついざん

砦を築造  

 1580 ・徳川家康が能
の

ヶ
が

坂
さか

砦、火
ひ

ヶ
が

峰
みね

砦、獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
はな

砦を築造  
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

・横須賀城が完成 

 1581 ・高天神城を守る武田軍が、総攻撃をしかけるが、徳川

軍に破れ落城 

・横須賀城初代城主大須賀康高により撰
せん

要寺
ようじ

が創建 

 

 1590 ・山内一豊が、掛川城主になる ・豊臣秀吉が天下を統一 

 1600 ・久延寺茶亭で山内一豊が徳川家康をもてなす 

・このころ神明宮が現在地に移ったといわれる 

・関ヶ原の戦い 

 1601 ・掛川宿、日坂宿が東海道の宿として整備される  

江戸   ・徳川家康が征夷大将軍とな

り幕府を開く（1603） 

 1628 ・横須賀城10代目城主井上正就が江戸城内で殺害 

・横須賀城11代目城主井上正利により本源寺が開基 

・参勤交代制度制定（1635）

・鎖国が完成（1639） 

 1656 ・掛川城主北条氏重が３代目将軍家光の霊を祭るため、

龍
りゅう

華
げ

院
いん

大
たい

猶
ゆう

院
いん

霊
おたま

屋
や

を建立 

 

 1664 ・利神社が再建される  

 1682 ・西尾氏が横須賀城主となる（西尾氏８代186年）  

 1691 ・掛川宿に大火事が発生し、約200戸が焼ける  

 1707 ・宝永地震により、横須賀の入江が隆起し港の機能が失

われる 

・宝永地震 

 1713 ・掛川城主小笠原長熈
ながひろ

が龍尾神社本殿を造営する ・享保の改革（1716） 

 1720 ・このころ現在の三熊野大祭の原型が作られる  

 1724 ・高天神社神輿渡御の祭事が始まる  

 1746 ・太田氏が掛川城主となる（太田氏７代122年） 

・紺屋町の木獅子の舞いに使われる大太鼓に年号の書き

付けあり。 

 

 1755 ・『問屋要用』にかんからまちと木獅子が登場  

 1789 ・横須賀の山中酒造が酒造りを始める ・寛政の改革（1787） 

 1795 ・このころには中の八坂神社の祇園祭が行われている  

 1802 ・松崎慊堂が掛川藩主に招かれ藩校の教授となる  

 1822  ・1818年の掛川大火により焼失した龍華院大猷院霊屋再建  

 1823 ・事任八幡宮の本殿が建造される  

 1840 ・事任八幡宮の拝殿が建造される 

・このころ事任八幡宮の例大祭が行われている 

・天保の改革（1841） 

 1848 ・倉真村の庄屋岡田佐平次が、村内に報徳社をつくる 

 （掛川市内で最も古い報徳社の創設） 

・このころには掛川祭に屋台が出ている 

 

 1850 ・八木美穂が横須賀藩校教授長となる  

 1853 ・日坂宿の川坂屋、萬屋が建造される ・ペリー来航 

 1854 ・安政の大地震により掛川城天守閣、太鼓櫓、御殿、大

手門番所などが倒壊する 

・安政の大地震 
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 1855 ・三熊野神社本殿、清水家住宅が建立される  

 1856 ・松ヶ岡（旧山﨑家住宅）、横須賀町番所が建築される  

 1859 ・掛川城大手門番所が再建される  

 1860 ・横須賀の山中酒造が酒蔵を築造する  

 1861 ・掛川城二の丸御殿が再建される  

明治   ・大政奉還（1867） 

 1868 ・掛川藩主太田資
すけ

美
よし

、横須賀藩主西尾忠
ただ

篤
あつ

が、領地を新

政府に返す 

 

 1869 ・このころ撰要寺不開門が横須賀城から移築される  

 1871 ・掛川城御殿が聚学校として使われ、以降、女学校、掛

川町役場（市庁舎）、農協、消防署等に転用 

・廃藩置県、郵便制度開始 

 1872 ・掛川城蕗の門が西町の円満寺に移築 

・土方の土井
ど い

酒造が酒造りを始める 

・学制発布 

 1873 ・掛川、岡津、上垂木、倉真、日坂、下土方、西大坂、

横須賀小学校開設 

 

 1874 ・岡田良一郎が「資産金貸付所」を創設  

 1875 ・岡田佐平治が各地の報徳社を連合、遠江国報徳社設

立、初代社長に就任 

 

 1876 ・岡田良一郎が遠江国報徳社２代目社長に就任 

・報徳社の常会が始まる 

 

 1877 ・岡田良一郎が、倉真に私塾冀北学舎を創設  

 1878 ・明治天皇、東海北陸御巡幸の際に松ヶ岡に宿泊  

 1879 ・岡田良一郎が掛川信用金庫の創始となる勧業資金積立

の組合を作り事業を始める 

 

 1880 ・山﨑千三郎が掛川銀行を設立（資本金30万円）  

 1881 ・このころには掛川祭に仁藤町の「大獅子」が登場  

 1883 ・小林源四郎が製茶協同組合（集益社）を作る  

 1887 ・山﨑千三郎により大井川疎水が計画される  

 1889 ・東海道本線が開通し、掛川駅がつくられる 

・山﨑千三郎が初代掛川町長に就任 

・大日本帝国憲法発布 

 1890 ・横須賀の清水家を特定郵便局として使用（1951まで）  

 1894 ・初馬村の榛
しん

葉
ば

作
さく

平
へい

村長らにより、宝
ほう

谷
こく

池が造られる ・日清戦争起こる 

 1898 ・大日本報徳社が設立される  

 1899 ・冀北学舎が倉真から現在地へ移築される  

 1900 ・吉岡彌生が東京女医学校を創る  

 1902 ・大日本報徳社機関誌「報徳」創刊  

 1903 ・大日本報徳社大講堂、竹の丸（旧松本家住宅）築造 ・日露戦争勃発（1904） 

 1907 ・横須賀に愛宕下羊羹が開業する 

・平和観音像の開眼式が執行される（1989現在地移築）

 

 1909  ・大日本報徳社正門建立  
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 1911 ・岡田良一郎が大日本報徳社２代目社長に就任  

 1912 ・岡田良平が大日本報徳社３代目社長に就任 

・倉真で報徳林の植林活動が始まる 

・第一次世界大戦勃発

（1914） 

大正 1920 ・山﨑覚次郎が東京帝国大学２代目経済学部長に就任 

・祇園祭（６月）と秋祭り（９月）があった掛川祭が、

この年以降10月に合同で行われる 

 

昭和 1927 ・大日本報徳社淡山翁記念報徳図書館築造  

 1932 ・日坂国道開通 

・千浜小学校に二宮金次郎像が建立される 

・粟ヶ岳斜面に茶文字が作られる 

・満州事変起こる（1931） 

 1933 ・松ヶ岡が聖蹟明治天皇行在所に史跡指定（1948まで）  

 1934 ・高天神城模擬天守が建造（1945年に全焼） 

・一木喜徳郎が大日本報徳社４代目社長に就任 

 

 1935 ・二俣線の掛川・森町の間が開通（1940年に全線開通）  

 1938 ・仰徳記念館、仰徳学寮が霞ヶ関から移築 ・日中戦争勃発（1937） 

 1940 ・東海道本線掛川駅舎改築 

・萩原郁太郎が東山富士東茶工場を作る 

・太平洋戦争勃発（1941） 

 1944 ・東南海地震が起こり、大きな被害を受ける  

 1945 ・市内各所に爆弾が投下される。 

・河井弥八が大日本報徳社５代目社長に就任 

・太平洋戦争が終わる 

 1946 ・清水港から戦後初めて茶が輸出される ・朝鮮戦争勃発（1950） 

 1952 ・報徳図書館を市立図書館として利用（1969まで）  

 1954 ・東山口村、曽我村が掛川町に合併し、３月に市制施行 

・国道１号が完成する 

 

 1955 ・三社祭礼囃子、獅子舞かんからまちが県の無形民俗文

化財に指定される。 

 

 1956 ・横須賀町と大渕村が合併し、大須賀町が発足 

・城内に旧掛川市役所庁舎が完成する 

 

 1957 ・掛川城太鼓櫓で時の記念日太鼓打ち鳴らし式が始まる  

 1961 ・東山の粟ヶ岳山頂に栄西禅師座像が建立され、栄西禅

師報恩供養祭が始まる 

・掛川祭に西町の「奴道中」が復活する 

 

 1965 ・三熊野神社大祭が４月に行われるようになる ・東海道新幹線、東京オリン

ピック（1964） 

 1966 ・倉真掛川報徳神社が建立  

 1968 ・東山の粟ヶ岳山頂に茶謝の碑が建立される  

 1969 ・逆川浄水場が完成する ・東名高速道路が開通 

 1970 ・万国博に仁藤の大獅子が参加する 

 

 

 1972 ・山﨑千三郎の大井川疎水計画から始まった計画が、大  
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

井川右岸用水として完成、水利条件が大幅に改善 

 1973 ・大浜村、城東村が合併し、大東町が発足  

 1975 ・高天神城跡が国の史跡に指定  

 1977 ・新幹線駅誘致運動が始まる  

 1978 ・小笠茶を掛川茶に改称  

 1979 ・掛川市が全国初の生涯学習都市を宣言  

 1980 ・掛川城御殿が重要文化財（建造物）に指定  

 1981 ・国道1号掛川バイパスが開通 

・横須賀城跡が国の史跡に指定 

 

 1988 ・東海道新幹線掛川駅が開業  

平成 1989 ・三熊野神社の地固め舞・田遊びが県無形民俗文化財に

指定 

 

 1993 ・東名高速道路「掛川インターチェンジ」開設  

 1994 ・掛川城天守閣と掛川城大手門を木造で本格的に復元 

・京都祇園祭へ大須賀町内の祢里２台が参加 

 

 1995 ・和田岡古墳群が国の史跡に指定 ・阪神・淡路大震災 

 1996 ・長谷に掛川新市庁舎（現在の市役所）が完成 

・神田明神祭（東京都）へ大須賀町内の祢里2台が参加 

 

 1998 ・市立二の丸美術館が完成 

・大日本報徳社大講堂が県の有形文化財(建造物)に指定 

・長野オリンピック 

 1999 ・国道1号日坂バイパスが開通 

・県道掛川大東大須賀線風吹バイパスが開通 

・史跡高天神城跡基本整備計画策定 

・横須賀街道でちっちゃな文化展が始まる 

 

 2001 ・市立中央図書館が完成  

 2002 ・市立二の丸茶室が完成  

 2003 ・江戸開府400年を記念し復活した「江戸天下祭」に、

大須賀町から2台の祢里が参加 

 

 2005 ・掛川市・大東町・大須賀町が合併し、掛川市が発足  

 2006 ・NHK大河ドラマ「功名が辻」放映  

 2007 ・「掛川市民憲章」を定め、「非核平和都市宣言」「掛川

市生涯学習都市宣言」を再び宣言 

・大日本報徳社大講堂が修復 

 

 2008 ・掛川市が景観行政団体になる  

 2009 ・大日本報徳社大講堂が重要文化財（建造物）に指定  

 2010 ・掛川市景観計画策定 

・史跡横須賀城跡整備基本計画策定 

 

 2011 ・NHKためしてガッテン「緑茶研究掛川スタディ」放映 ・東日本大震災 

 2012 ・新東名高速道路「森掛川インターチェンジ」開設 ・新東名高速道路（御殿場～

三ヶ日）が開通 
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 2013 ・掛川市自治基本条例施行 

・「静岡の茶草場農法」が世界農業遺産に認定 

 

 2014 

 

・遠州横須賀街道沿道地区を景観形成重点地区に指定 

・掛川駅木造駅舎復元完成 

・旧有栖川宮熾仁親王邸御座所及び侍女部屋、旧遠江国

報徳社第三館掛川事務所が県の有形文化財に指定    

 

 2015 ・掛川市文化振興計画策定  

 2016 

 

・松ヶ岡を市有形文化財に指定 

・第２次掛川市総合計画策定 

・熊本地震 
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②龍尾、神明、利の３神社の氏子町の屋台  

№ 町 写真 特色 

1 新町 

 

現在の屋台は、昭和27年(1952)に町内に住む建具

師匠によって造られた。天幕は、明治時代に作られ

た。 

2 喜町 

 

嘉永２年(1849)に掛川御三家の一つである鳥井氏

が京都の土産として町内のために買ってきたと伝え

られる。平安時代の牛車を連想させる簡素な形が特

徴。彫刻は昭和27年(1952)。平成11年（1999）に

漆を塗り換えた。 

3 塩町 

 

現在の屋台は二代目で、昭和27年(1952)に造られ

た。彫刻は明治時代中期に立川流の流れを汲む高村

他之介によるもの。平成24年（2012）に漆を塗り換

えた。 

4 旭町 

 

現在の屋台は２代目で、平成20年（2008）に造ら

れ、平成23年（2011）に漆が塗られた。 

5 神明町 

 

昭和56年（1981）に造られ、昭和63年（1988）

に彫刻が完成して今に至っている。 

6 仁藤町 

 

明治21年（1888）に造られた。平成８年（1996）

に漆を塗り換えた。彫刻は立川流の流れを汲む高村

他之介によるもの。 
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№ 町 写真 特色 

7 道神町 

 

昭和42年（1967）に小獅子で初参加し、今に至っ

ている。 

8 松尾町 

 

昭和60年（1985）に造られた。平成10年

（1998）に漆を塗った。 

9 城内 

 

大正９年(1920)に造られたもの。欄間には町内に

住む女流絵師・下平霞舟の絵が入れられている。 

10 北門 

 

昭和23年（1948）に造られ、現在に至っている。

11 大手町 

 

明治20年（1887）に袋井市で造られ、大正６年

（1917）に大手町が購入した。欄間には松本勉司に

よる蒔絵が入れられている。 

12 連雀町 

 

 

現在の屋台は、大正12年(1923に造られたもの。

平成21年(2009)に漆を塗り換えた。 
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№ 町 写真 特色 

13 肴町 

 

平成９年（1997）に造られたもので、平成15年

（2003）に漆を塗った。 

14 栄町 

 

平成９年（1997）に造られ、現在に至っている。 

15 紺屋町 

 

現在の屋台は、昭和25年(1950)に造られた二代目

のもの。天幕は明治時代に作られ、掛川で一番高価

な物と考えられている。 

16 研屋町 

 

明治16年（1883）に造られたもの。彫刻は立川流

の流れを汲む高村他之介によるもの。昭和54年

（1979）に土台を交換して出囃子を設けた。平成12

年(2000)に漆を塗り換えた。 

17 中央１

丁目 

 

昭和54年（1979）に造られた。車輪は黒檀
こくたん

によ

る稀有の物である。 

18 緑町 

 

大正12年（1923）に造られたもので、平成22年

（2010）に漆を塗り換えた。 
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№ 町 写真 特色 

19 中町 

 

土台の内側に「明治六年新調」と書かれている。

掛川祭で唯一の２層３階造りである。彫刻は、明治

時代中期に立川流の流れを汲む高村他之介によって

作られた。彫刻に『桃太郎』があることから、手踊

りに『桃太郎』を取り入れた。 

20 西町 

 

平成17年（2005）に造られた。車輪と彫刻は昭和

30年（1955）のもの。彫刻の題材は「東海道五拾参

次」で、「掛川」「三嶋」「御油」などの宿場名が

刻まれている。 

21 瓦町 

 

小祭の年に出る小獅子は、昭和61年（1986）に造

られた。 

22 十王町 

 

大正10年(1921)に造られたもので、平成15年

（2003）に漆を塗り換えた。彫金の数が多く、「大

正時代の傑作屋台」と言われている。 

23 下俣町 

 

昭和27年(1952)に造られ、現在に至っている。 

24 中央２

丁目 

 

平成28年(2016)に造られ、現在に至っている。 
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№ 町 写真 特色 

25 十九首 

 

昭和27年(1952)に造られ、現在に至っている。 

26 小鷹町 

 

昭和53年(1978)に造られ、現在に至っている。 

27 中央３

丁目 

 

平成21年（2009）に造られたもので、平成24年

（2012）に漆を塗った。 

28 中央高

町 

 

昭和63年（1988）に小獅子で初参加して、現在に

至っている。 

29 下西郷 

 

昭和53年（1978）に造られた。遠州地方に数多く

の彫刻を残している伊藤章晴が初めて手掛けた彫刻

である。 

30 城北町 

 

昭和54年(1979)に造られ、現在に至っている。 
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№ 町 写真 特色 

31 弥生町 

 

昭和59年(1984)に造られ、現在に至っている。 

32 城西 

 

平成23年（2011）に造られ、平成25年（2013）

に漆を塗った。 

作表にあたり、下記図書を使用して作成した。 

（使用図書） 

・『掛川祭』掛川祭典年番本部（平成28年（2016））本文各町紹介頁 

・『掛川祭』掛川祭典年番本部（平成13年（2001））屋台･獅子一覧表 
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③市内小中学校に建つ二宮金次郎像 

№ 所在地 写真 特色 

1 日坂小学校 日坂小学校は、昭和53年(1978)度に現在の位置に移転した。

現校舎が落成された時には、金次郎像はなく、数年間そのまま

だったが、地元の有志家が東京上野で見つけた金次郎像を、平

成17年(2005)4月に日坂小の玄関前に寄贈して建立した。 

2 東山口小学校 東山口小学校の金治郎像は、昭和12年(1937)４月29日に建

てられた。東山口小学校では明治44年(1911)に「一 源三流」

の校訓を制定しており、今日に至っている。この校訓にある三

つの教えのなかの一つ「勤労の汗」は、金治郎の勤労の精神の

発想がもとになっている。 

3 西山口小学校 西山口小学校の二宮金次郎像は、高さ約110cm（台座を含め

て約180cm）、青銅製で、正門東側の一角に建てられている。

昭和63年(1988)７月、学校創立百周年を記念して特別寄付者実

行委員会により設立された。台座に「報徳」の文字が刻まれて

いる。 

4 上内田小学校 上内田小学校の金治郎像は、昭和９年(1934)９月１日建立と

歴史が古く、農業が盛んな上内田の地域に、子どもの頃からど

う生きるべきかを示す像として立てられている。「勤労」「至

誠」「分度」「推譲」の教えを伝える像として大切にされ、像

の建立以後、毎月１回記念奉仕活動を行ってきたという記録が

残っている。現在の上内田小の「にこじろう運動」のルーツが

ここから始まっている。 

5 城北小学校 平成26年(2014)３月４日、地域の人々、教育関係者など多く

の来賓を迎えて、金次郎像の除幕式が行われた。建立の主な資

金は、地区内の一軒、一軒からの寄付だった。子どもたちも

「金次郎リサイクル活動」で汗を流して、実現に協力した。子

どもたちから金次郎像に、毎日声をかけてほしいという願いか

ら、あえて台座を低くして、子どもたちの目線の高さにした。 

6 第一小学校 第一小学校の二宮金治郎像の傍らに、「二宮尊徳先生幼時之

像」と記された碑がある。もとは昭和６年(1931)５月に竣功さ

れ陶製の像だった。昭和62年(1987)８月10日に再建されて銅

像の金次郎となり、除幕式がPTAにより行われた。金次郎像が

持つ本には、「一家仁一国興仁一家譲一国興譲一人貧戻一国作

乱其機如比」と古書「大学」の一説が書かれている。 
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№ 所在地 写真 特色 

7 第二小学校 

 

第２小学校の金次郎像は、大正12年(1923)に設立された「大

池耕地整理組合」から、耕地整備事業の竣工を記念して昭和10

年(1935)11月に本校に寄贈された。以来80年間、校門で子供

たちを見守っている。台座に「二宮尊徳先生幼児之像」と刻ま

れている。 

8 中央小学校 

 

昭和39年(1964)度の開校以来、しばらくの間、二宮金次郎像

が存在しなかった。しかし、平成25年(2013)度に創立50周年

を迎えるにあたって、記念事業の柱の一つとして、建立を決定

した。そして、10年間の積み立てによって実現し、平成25年

(2013)12月７日の記念式典で披露された。 

9 曽我小学校 曽我小学校には、二体の金次郎像がある。校長室にある像

は、戦時中供出された初代金次郎銅像の代わりに、陶器で作ら

れた二代目の像（昭和17年(1942)建立）である。もう一体、玄

関近くの庭にある像は、「台座のある立派な金次郎の銅像を曽

我小学校に贈りたい」と思った地域の方が寄贈した三代目の像

（平成13年(2001)建立）である。 

10 桜木小学校 桜木小学校の金次郎像は、開校60周年を記念して平成26年

(2014)度に建立された。建立にあたっては、区民、地元企業等

から多くの賛助金が寄せられた。台座には、「積小為大」の文

字が刻まれている。 

11 和田岡小学校 市内の小学校の中で最後に建立された金次郎像である。この

像を建てるために、子どもたちは大根を売ったり、アルミ缶集

めをしたりした。地域や保護者の方は古紙を集めたり、古本を

売ったりして資金を集めた。和田岡地域の人々の思いを集めて

平成26年(2014)12月に建立した。 

12 西郷小学校 西郷小学校の金次郎像は、平成９年(1997)３月５日に建立さ

れた。当時、本校は掛川市教育委員会より教育課程の研究指定

を受け、学校教育の在り方について研究をしていた。研究を進

めていく中で心の教育のシンボル、西郷小教育のシンボルとな

る物の必要性を痛感した。そこで、明治13年(1880)に創設され

た上西郷村農事会と一体となり、脈々と継承されてきた報徳精

神の表出である『二宮金次郎像』を西郷小の校庭に建立した。 
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№ 所在地 写真 特色 

13 原谷小学校 

 

原谷小学校の金次郎像は、昭和63年(1988)に創立百年を迎

え、９月３日に記念事業を挙行した。式典、記念誌刊行ととも

に記念碑として建立したと『学校創立百周年記念誌』に書かれ

ている。 

14 原田小学校 原田小学校の金次郎像は、岡山県の備前焼窯元「木村興楽

園」の名工友敬によって、昭和２年(1927)から昭和15年(1940)

の間に作成された。掛川市の金次郎像の中でも、陶器製は珍し

い。また、歩いている姿の像が多い中、本校の金次郎像は立ち

止まって本を読んでいる。 

15 倉真小学校 

 

倉真小学校の二宮金治郎像は、昭和56年(1981)に作られた。

金治郎の弟子である岡田良一郎は、倉真地区の出身である。本

校では、毎年６月に金次郎委員会による「金次郎を知る会」が

開かれ、入学した１年生に報徳の教えを伝えている。 

16 土方小学校 

 

土方小学校の金治郎像は、昭和３年(1928)11月、土方小学校

一同と学区の報徳社（入山瀬・落合・嶺向・下土方）と有志の

方によって再建された。「二宮尊徳先生幼時之像」とあるとお

り、学問をしたいと願いながらも時間がとれないために、薪を

運ぶ道中に書を読み学ぶ姿を表している。「金次郎像」は、報

徳の教えを大切にしている土方地区の象徴でもある。 

17 佐束小学校 

 

佐束小学校の二宮金次郎像は、「着ている物と足の出方」に

法則性がある。佐束小学校の金次郎像は、袴の裾を入れたモン

ペ姿でわら草履を履いている。前に出ているのは左足である。

つまり、「モンペ左足の石像」である。これは、愛知県の前芝

小学校にある小学校最古の金次郎石像の流れを汲むものであ

る。 

18 中小学校 

 

昭和９年(1934)頃、中地区下方の雑賀さた氏（当時85歳）よ

り本校へ寄贈された。葛を結び、夜遅くまでよく働いた方で、

以来この像は、80年以上の間、報徳の教えを説き続けている。

石像でありながら、ふくよかな金次郎像。「大学」の一字一句

を実体験に重ね合わせ、確かな一歩を踏み歩む、勤労・勤勉の

志。そして、分度を見極め、報恩感謝に生きる推譲の豊かさが

にじむ。 
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№ 所在地 写真 特色 

19 大坂小学校 

 

大坂小学校の二宮金次郎像は、正門をまっすぐ入った突き当

たり、竹林の横にたっている。この一角を子どもたちは三井の

里と呼んでいる。正門から登校してくる子どもたちを温かく迎

え、報徳の教えが行き届くようにと願っている。 

20 千浜小学校 千浜小学校の金治郎像は、幼年時代の金治郎像である。左手

には、金次郎が学んだと言われている儒教書四書の内の『大

学』の一節が記されている。「一家仁なれば一国仁に興り、一

家譲（なれば一国譲に興り、一人貪戻なれば一国乱を作す。そ

の機かくのごとし。」昭和７年(1932)10月23日赤堀浅一、赤

堀末一氏から寄贈を受ける。 

21 横須賀小学校 金治郎像といえば、薪を背負って本を読んでいる像が一般的

だが、横須賀小学校の金治郎像は、わらじを差し出している。

これは金治郎の教えの中でも難しいとされる「推譲」（人のた

めに譲ること）を表している。思いやりの心を持ち、人のため

に行動する気持ちを育てたいという願いが込められている。生

誕200年を記念して、昭和62年(1987)11月18日に建立。 

22 大渕小学校 大渕小学校の金次郎像は、地域在住の元書道教師伊藤彌一氏

より寄贈された。白御影石の台座には、彌一氏直筆の「徳」の

文字が記され、自分のよさを大切にし、自分を磨き徳のある人

になろうという意味が込められている。平成25年(2013)２月

20日に行われた除幕式で彌一氏は、『笹鳴の 校庭に除幕の 

金治郎の 教えを学びて 背負え日本』と、子どもたちの健や

かな成長を願った短歌を披露した。 

23 原野谷中学校 

 

原野谷中学校区内の家にあった金次郎像が学校に寄贈され、

現在、正門を入った正面に立っている。陶器で作られた像の修

復や台座の設置、石碑の建立などを地元の人達がすべて賄い、

奉仕して、平成27年(2015)３月16日に建立した。報徳の教え

や金次郎像は学校の宝、学校が地域の宝、子どもたちが地域の

宝となることを願って建立した。 

24 桜が丘中学校 

 

金次郎像は青銅製で、昭和30年(1955)10月20日二宮尊徳

100年忌を記念して、学区内の報徳７社と村民有志が、子ども

達の健やかな成長を願い建立、寄贈した。昭和37年(1962)学校

庭園「夢の庭」を造成した折り、その中に据えられた。現在位

置が変わり、像は正門正面の「夢の庭」に立って、生徒達が元

気に登校する姿を見守り、迎えている。 
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25 北中学校  北中学校区内の区や学校関係者で構成する北中学校区子ども

育成支援協議会が、平成27年(2015)３月、子どもたちが健やか

に成長し、ふるさとを愛し、未来にはばたく人となることを願

い、地域・家庭・学校が手を取り合うことを目的にして建立し

た。像は、建立の目的の象徴として、冀北学園シンボル像（二

宮尊徳像・岡田良一郎像二体を並べた像）を地域・家庭・学校

の浄財により建立した。 

26 城東中学校 

 

城東中学校区の役員の人達が中心となって「城東中学校に二

宮尊徳像を贈る運動」を起こし、関係者と区民に働きかけて寄

付金を募り、平成27年(2015)２月20日青銅製の像が立った。

像は、村を善くしようとする尊徳の思い、自分の思いを押しつ

けるのでなく、相手の気持ちを汲み仲良く取り組んだ尊徳の言

葉「一円融合」を題材にして、大人の尊徳になった。 

 

 


